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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、普遍的に発現する異種核リボ核タンパク質（hnRNP）のサブファミリーに属します。hnRNPはRNA結合タンパク質であり、異種核RNA（hnRNA）と複合体を形成します。これらのタンパク質は核内のpre-mRNAと関連しており、pre-mRNAのプロセシングやmRNA代謝・輸送のその他の側面に影響を及ぼすと考えられています。すべてのhnRNPは核内に存在しますが、一部は核と細胞質の間を往復しているようです。hnRNPタンパク質はそれぞれ異なる核酸結合特性を持っています。この遺伝子によってコードされるタンパク質は、RNAに結合する準RRMドメインの3つの繰り返し配列を有しています。このタンパク質は、未熟なGlcNAc含有チログロブリン分子の選択的リサイクルを誘導すると考えられているN-アセチルグルコサミン特異的受容体のモノマーも構成しています。選択的スプライシングによって、複数の転写産物バリアントが生成されます。
	研究分野
	タグとセルマーカー
	画像データ
	

	hnRNP M抗体およびDAPI（青）を使用した293のhnRNP M（緑）の免疫細胞化学分析。
	

	hnRNP M1M4 抗体を使用した K562、C6、3T3、Hela 溶解物中の hnRNP M1M4 のウエスタン ブロット分析。
	

	hnRNP M1M4抗体を用いたパラフィン包埋ヒト扁桃腺の免疫組織化学染色。抗原賦活化には、高圧高温クエン酸ナトリウム（pH 6.0）を使用した。

